
広島商船高等専門学校 開講年度 令和06年度 (2024年度) 授業科目 船舶貨物管理論
科目基礎情報
科目番号 19専26032 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 海事システム工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 配布資料
担当教員 河村 義顕
到達目標
(1) 船舶による海上輸送について理解した内容を発表できる。
(2) 各種荷役装置について理解した内容を発表できる。
(3) 貨物管理について理解した内容を発表できる。
(4) 貨物損傷事例検証について理解した内容を発表できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
船舶による海上輸送について理解
しており、その内容を発表できる
。また発表内容について積極的な
議論ができる。

船舶による海上輸送について理解
しており、その内容を発表できる
。

船舶による海上輸送について理解
できておらず、その内容を発表で
きない。

評価項目2
各種荷役装置について理解してお
り、その内容を発表できる。また
発表内容について積極的な議論が
できる。

各種荷役装置について理解してお
り、その内容を発表できる。

各種荷役装置について理解できて
おらず、その内容を発表できない
。

評価項目3
貨物管理について理解しており、
その内容を発表できる。また発表
内容について積極的な議論ができ
る。

貨物管理について理解しており、
その内容を発表できる。

貨物管理について理解できておら
ず、その内容を発表できない。

評価項目4
貨物損傷事例検証について理解し
ており、その内容を発表できる。
また発表内容について積極的な議
論ができる。

貨物損傷事例検証について理解し
ており、その内容を発表できる。

貨物損傷事例検証について理解で
きておらず、その内容を発表でき
ない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 船舶による貨物の海上輸送について学習及び調査を行い、貨物管理についての幅広い知識を身に付ける。

またそれらの内容について発表し議論することで、現状が抱える問題点や解決策を見出し、検証する。
授業の進め方・方法 主に学生による発表を行う。
注意点 (1) 学習した内容について定期的に発表を行う。発表に際してパワーポイント及び説明資料を作成すること。
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス ガイダンス
2週 海上輸送 船舶による海上輸送の現状について説明できる。
3週 海上輸送 各種貨物の荷動きについて説明できる。

4週 海上輸送 船舶による海上輸送について理解した内容を発表でき
る。

5週 荷役装置 貨物の種類に応じた各種荷役装置について説明できる
。

6週 荷役装置 各種船舶における荷役操作について説明できる。
7週 荷役装置 各種荷役装置について理解した内容を発表できる。

8週 貨物管理 各種貨物の保守管理方法及び安全対策について説明で
きる。

2ndQ

9週 貨物管理 貨物の海上輸送に関連する規則について説明できる。
10週 貨物管理 貨物管理について理解した内容を発表できる。

11週 貨物損傷事例 海難等により貨物が損傷した事例について検証できる
。

12週 貨物損傷事例 海難等により貨物が損傷した事例について検証できる
。

13週 貨物損傷事例 貨物損傷事例検証について理解した内容を発表できる
。

14週 演習 演習
15週 期末試験 期末試験
16週 まとめ まとめ

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 30 60 0 10 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 30 60 0 10 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


